
眞鍋じゅんこさん＆鴇田康則さんとめぐる 

月１回土曜日に 
築地に行ってみよう！ 

講座 
 

2018年①6/16 ②7/21 ③8/4 ④9/15 ⑤10/未定（すべて土） 
いずれも 10:00に築地市場正門前に集合、10:00～15:00（もしくは～14:00）で実施      

  参加費：市民科学研究室会員は 1500円／会員でない方は 3000円／定員 15名（先着順） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

世界最大級の公設卸売市場「築地市場」は、江戸初期の日本橋魚河岸に始まり、実に 400 余年

の歴史を誇る魚市場です。今年 10 月には豊洲への移転が決定。その前にお買い物も兼ねて毎月

通ってみませんか？ 関係者やその仕事ぶりに触れながら、市場の仕組みや土地の成り立ちな

どを学んでいきます。毎回テーマを儲け、全５回で全体像が見えてくる構成です（日によって

座学もあります）。長年築地市場をはじめ、水産関係、漁業者の取材を続けるフリーライター眞

鍋じゅんこ（水産庁「お魚かたりべ」拝命）と、写真家鴇田康則夫妻がご案内します。 

 

申し込み・問い合わせはホームページ 

www.shiminkagaku.org/ 
の専用サイトでお願いします 

主催：NPO法人市民科学研究室 
TEL. : 03-5834-8328  
メール：renraku@shiminkagaku.org 

 

 

写真はいずれも撮影・鴇田康則 



第 1 回から第 4 回の講座内容 

第１回【6/16】築地市場を知る 

・ 午前—築地市場を歩いて自由に買い物等—雰囲気を感じ取る 

・ 昼食—各々築地市場界隈で、または食材を買って市民研で昼食 

・ 午後—座学：市民研等でスライドトーク（築地市場の仕組み等） 

第２回【7/21】築地市場場内と場外 

・ 午前—築地市場を歩いて自由に買い物等 

・ 昼食—各々築地市場界隈で 

・ 午後—場外市場を歩く 

第３回【8/4】築地市場と信仰と町の成り立ち 

・ 午前—築地市場を歩いて自由に買い物等 

・ 昼食—各々築地市場界隈で 

・ 午後—築地本願寺等、まち歩き 

第４回【9/15】築地市場はどうなるのか？ 

・ 午前—築地市場で自由に買い物等 

・ 昼食—市場界隈で各々昼食、または食材を買って市民研で 

・ 午後—座学：市民研等で 

 

＊ 都合により、順序や内容、場所が変更になることがあります。その都度、市民研 HP にてご案内します。 

＊ 昼食代は参加費に含まれておりません。各自ご負担下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民科学研究室」とは 

市民科学研究室は（1）科学技術にかかわる様々な意思決定や政策形成への市民参加、（2）様々な社会問題の解決に向

けた専門知の適正な活用、（3）"持続可能で生き生きとした生活"のための科学研究や教育の実践、に取り組んでいる

NPO です。市民の問題認識力を高めるための講座や勉強会を運営し、市民が主体となった調査研究や政策提言や支援

事業をすすめています。リビングサイエンス(＝生活を基点にした科学技術)という概念を手がかりに、様々な角度から

「生活者にとってよりよい科学技術とは」を考え、そのアイデアを実現していこうとしています。 

 

                   電話：03-5834-8328  FAX：03-5834-8329 

               メール：renraku@shiminkagaku.org 

               ホームページ：www.shiminkagaku.org/ 
 

◆講師プロフィール◆ 

眞鍋 じゅんこ (まなべ じゅんこ) —ノンフィクションライター 
鴇田 康則（ときたやすのり）—写真家 
夫婦で「人の生活を記録」して、30 年来、国内外を旅している。山村や漁村、離島のほか、都市部
では商店街や民家など、歴史をさかのぼって訪ね歩く。特に漁業については日本各地の漁師町や漁
協をめぐり「全漁連」広報誌や雑誌に漁業や魚食文化などについて発表し、眞鍋は水産庁の「お魚
かたりべ」を拝命。２人で築地市場へも長く通い、記録を留める。また、「NHK文化センター」「よ
みうりカルチャー」「風カルチャークラブ」などの講師も務める。著書に『ニッポンの村へゆこう』
（筑摩書房）、『産む快感』（自然食通信）、『うまい江戸前漁師町』『中古民家主義 』（交通新聞社）、
『アジアで麺』『ベトナムわんさか共和国』（トラベルジャーナル・共著）などがある。ブログ「眞
鍋じゅんこのまっすぐには歩けない」 


